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帝京大学・医学部
試験日 2023年 1月 26日 ABCD 1月 27日 EFGH

時間 120分 (英語と合わせて) jkgh(数列，ベクトル)| †
A Ñ 放物線 y = 2x2 ¡ 3x + 4 に点 #1;¡ 1

8
; から引いた接線の接点のうち，x 座標が正である接点は

( ; )である．

Ò 3 次関数 f(x) はある実数 p Ø 0 に対して，f0(p) = f0(2p) = p2

3
，f(p) = f(2p) = 0 を満たすと

する．
このとき，f(p+ 1) = ap2 + bp+ cと表すことができ，a = ，b = ，c = である．ただし，
関数 f(x)の導関数を f0(x)で表すものとする．

B Ñ ¡
¼
2
< x < ¼

2
,¡

¼
2
< y < ¼

2
とする．連立方程式 Y cosx+ siny = B

2
2

sinx+ cosy =

B

6
2

の解 x;y について，

sin(x+ y) = であり，x = ¼;y = ¼である．

Ò 平面上のベクトル~a;~bが ~a¡ 2~b = 1， ¡2~a+ 7~b = 1を満たすとする．このとき， ~a+~b の最大
値は ，最小値は である．

C Ñ 赤，青，黄のさいころを投げるとき，
‘ 出た 3つの目に 1が含まれる確率は である．

’ 出た 3つの目のうち，ある 2つの積が，残りの 1つに等しくなる確率は である．

“ 出た 3つの目の平均値が整数で，分散が 2である確率は である．

Ò n = 2310(= 2 ¢ 3 ¢ 5 ¢ 7 ¢ 11)とする．このとき，n の正の約数は 個ある．

また，正の整数 aと bの最小公倍数が n となる組 (a; b)は 組ある．ただし，aと bが異なる数の場合，
(a; b)と (b; a)は異なる組と見なす．
D Ñ 関数 f(x) = 33x+1 ¡ 42 ¢ 32x¡1 + 3x+1 (x · log3 4)は，x = で最大値 をとる．また，最小

値は である．

Ò log2 10
5 の整数部分は である．また，log2 102; log2 103; log2 105 の小数部分を，それぞれ a; b; cと

するとき，2a+ 7b¡ 5c = である．

E Ñ xの 2次関数 f(x)が
Z 1

0
f(x+ t) dt = x2 ¡ 2x+ 1

2
f(x)

を満たすとき，f(x) = x2 ¡ x+ である．

Ò aを定数とする．2つの放物線 y = 2x2 ¡ 2x¡ 1，y = x2 + 2ax¡ a2 ¡ a¡ 3が異なる 2点で交わって
いる．2交点のうち x座標の小さいほうの交点を Pとするとき，Pの x座標の最小値は であり，その最

小値を与える aの値は である．

F Ñ 球 x2 + y2 + z2 = 25と平面 x+ 2y+ 2z = 9が交わってできる図形を円 Cとする．
‘ 円 Cの半径は である．

’ 円 C上に 2点 Pと Qをとるとき，内積 ¡!OP ¢ ¡!OQの最小値は である．ただし，Oは原点とする．

Ò 長方形 ABCDの辺 AD上に点 P，辺 CD上に点 Qをとると，PQ = 20，ÎBPQ = 90Ü，tanÎPBQ = 4
7
，

tanÎQBC =
1
8
であった．このとき,

‘ BC = である．
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’ tanÎABP = である．

“ AB = である．

G Ñ すべての自然数を 1から小さい順に並べ，下のように，並んでいる順にグループ分けし，k番目のグ
ループ Gk が 2k¡ 1個の連続する自然数から成るようにする．

1; j

G1

2 ; 3 ; 4; j

G2

5; 6; 7; 8; 9; j

G3

10; 11; 12; 13; 14; 15; 16; j

G4

Ý

このとき，グループ Gn に含まれるすべての自然数の和を an3+ bn2+ cn¡ 1と表せば，a = ，b = ，

c = である．

Ò 袋の中に白玉，赤玉が合わせて 25 個入っている．この袋から玉をもどさずに 2 個取り出すとき，同じ

色の玉を取り出す確率が 1
2
になるような赤玉の個数は， ア または イ である．ただし， ア < イ と

する．
H Ñ mを定数とする．xの 2次方程式 x2+mx+ m

2
= 4が異なる 2つの整数解をもつようなmは 個

あり，そのうち最大のものは ，最小のものは である．

Ò aを定数とする．xの方程式

log4(x¡ 2)
2 + 3 log8 x

2 ¡ log2(a+ 1) = 0

が異なる 4個の実数解をもつような aの値の範囲は， < a < である．� š
A

! k【接線】n
a y = 2x2 ¡ 3x+ 4のとき

y0 = 4x¡ 3

放物線上の点 T(t; 2t2 ¡ 3t+ 4) における接線を l と
する．

l : y = (4t¡ 3)(x¡ t) + 2t2 ¡ 3t+ 4

l : y = (4t¡ 3)x¡ 2t2 + 4

lが #1;¡ 1
8
; を通るとき

¡
1
8
= 4t¡ 3¡ 2t2 + 4

16t2 ¡ 32t¡ 9 = 0

(4t¡ 9)(4t+ 1) = 0 Ú t = 9
4
;¡ 1
4

x = 9
4
のとき Tの y座標は

y = 81
8
¡
27
4
+ 4 =

59
8

x座標が正である接点の座標は # 9
4
;
59
8

;
" k【微分係数と導関数】n

c 以下の文字は解答の文字とは，直接は関係が
ない．3次関数 f(x) = ax3 + bx2 + cx+ d (a Ø 0)の
グラフ Cについて，よく知られた性質を述べる．

1 点M#¡ b
3a;f#¡ b3a ; ;

に関して C は点対称である．M は変曲点である．教科
書では変曲点は「2 階微分するから数学 III である」と
しているが，本来，凹凸と微分は直接的な関係はない．
詳しく知りたい人は拙著「崖っぷち数学 III 検定外教科
書」をみてほしい．f0(x1) = f0(x2);x1 Ø x2 になると
き，P(x1;f(x1)),Q(x2;f(x2))はMに関して点対称

になり， x1 + x2
2

= ¡
b
3a となる．

2 特に f(x1) = f(x2)のとき直線 PQは x軸に平
行であり，本問では
f0(p) = f0(2p),f(p) = f(2p) = 0

より f(x) = A(x¡ p)(x¡ 2p)$x¡ 3p
2

< となる．
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a f(p) = 0，f(2p) = 0より

f(x) = A(x¡ p)(x¡ 2p)(x¡ ®); A Ø 0

とおけて

f0(x) = A(x¡ 2p)(x¡ ®) +A(x¡ p)(x¡ ®)

+A(x¡ p)(x¡ 2p)

f0(p) = f0(2p) =
p2

3
より

A(¡p)(p¡ ®) = Ap(2p¡ ®) =
p2

3

A Ø 0;p Ø 0より，¡p+ ® = 2p¡ ®

® = 3
2
pであり，A ¢p ¢ p

2
=
p2

3
より，A = 2

3
となる．

f(x) = 2
3
(x¡ p)(x¡ 2p)#x¡ 3

2
p;

f(p+ 1) = 2
3
(1¡ p)#1¡ 1

2
p;

=
1
3
(1¡ p)(2¡ p)

=
1
3
(p2 ¡ 3p+ 2) = 1

3
p2 ¡ p+ 2

3

a =
1
3
; b = ¡1; c =

2
3
である．

d pは定数だから，1
3
p2¡p+ 2

3
と ap2+bp+c

の係数を比べるというのはおかしい．「p は任意定数
とする」等，何かコメントが必要だろう．

B
! k【加法定理とその応用】n

a cosx+ siny =

B

2
2
.............1

sinx+ cosy =

B

6
2
.................................2

1
2
+2

2 より

2 + 2 cosx siny+ 2sinx cosy = 2
4
+
6
4

2 + 2 sin(x+ y) = 2

sin(x+ y) = 0 であり，¡¼ < x+ y < ¼ であるから
x+ y = 0である．y = ¡xを1,2に代入し

cosx¡ sinx =

B

2
2
; sinx+ cosx =

B

6
2

cosx; sinxについて解くと

cosx =

B

2 +
B

6
4

; sinx =

B

6¡
B

2
4

sinx =

B

2
2
¢

B

3
2
¡

B

2
2
¢
1
2

= sin # ¼
4
¡
¼
6

; = sin ¼
12

¡
¼
2
< x < ¼

2
より x = ¼

12
となり y = ¡x = ¡ ¼

12

d 【図形的に見る】

z = ¼
2
¡ yとおくと，cosz = siny; sinz = cosy

cosx+ cosz =

B

2
2
; sinx+ sinz =

B

6
2

cosx+ cosz
2

=

B

2
4
; sinx+ sinz

2
=

B

6
4

P(cosx; sinx),Q(cosz; sinz),M% B 2
4
;

B

6
4

=
とおくと，PQの中点がMである．A% 1

2
;

B

3
2

= と
すると，¡!OM =

B

2
2
¡!
OA であるから，図のように三角

形 OPM，三角形 OQM は直角二等辺三角形である．
¡!
OAの偏角は ¼

3
，¡ ¼

2
< x < ¼

2
,0 < z < ¼だから

x = ¼
3
¡
¼
4
=
¼
12
; z = ¼

3
+
¼
4
=
7¼
12

y = ¼
2
¡ z = ¡ ¼

12

" h【ベクトルと図形 (平面)】n
c 基底の変更（厳密な意味では基底にならない
が）をする．そして，三角不等式

~x ¡ ~y · ~x+~y · ~x + ~y

左の等号は~x;~yが逆向きに平行のとき，右の等号は~x;~y
が同じ向きに平行のとき成り立つ．

a ~p =~a¡ 2~b,~q = ¡2~a+ 7~bとおく．
~p = 1; ~q = 1である．~a;~bについて解いて，

~a = 1
3
(7~p+ 2~q);~b = 1

3
(2~p+~q)

~a+~b = ~3p+~q

三角不等式を用いる．
~3p ¡ ~q · ~3p+~q · ~3p + ~q

3¡ 1 · ~3p+~q · 3 + 1
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2 · ~a+~b · 4

左の等号は~p;~qが逆向きに平行のとき，右の等号は~p;~q
が同じ向きに平行のとき成り立つ．最小値は 2，最大値
は 4である．

d ~a+~b
2
= 3~p+~q

2

= 9 ~p
2
+ 6~p ¢~q+ ~q

2

~pと~qのなす角を µとする． ~p = ~q = 1より

~p ¢~q = ~p ~q cosµ = cosµ

よって

~a+~b
2
= 10 + 6cosµ

0 · µ · ¼より ¡1 · cosµ · 1であるから，

4 · ~a+~b
2
· 16

最小値は 2，最大値は 4である．

C
! h【平均と分散】n
a 赤，青，黄のさいころに出る目を

順に a; b; cとする．

� 余事象を考えて，求める確率は 1¡ # 5
6
;3 = 91

216

‚ 1 a = b = c = 1

2 a = 1; b = c Ø 1のとき (a; b; c)は 5通りある．
3 b = 1; a = c Ø 1のときも 5通り．
4 c = 1; a = b Ø 1のときも 5通り．
5 a = b = 2; c = 4

6 a = c = 2; b = 4

7 b = c = 2; a = 4

8 a; b; c が 2，3，6 の順列のとき．(a; b; c) は 3!
通りある．
以上，適する (a; b; c)は 1 + 3 ¢ 5 + 3+ 3! = 25通り

あるから，求める確率は， 25
216
である．

ƒ 分散は各数の 2乗の平均から平均の 2乗を引いて
求められるから

a2 + b2 + c2

3
¡ # a+ b+ c

3
;2 = 2

3(a2 + b2 + c2)¡ (a+ b+ c)2 = 18

2a2 + 2b2 + 2c2 ¡ 2ab¡ 2bc¡ 2ca = 18

(a¡ b)2 + (b¡ c)2 + (c¡ a)2 = 18

(a¡ b)2，(b¡ c)2，(c¡ a)2 は平方数 0; 1; 4; 9; 16;Ý
であるから，3つの平方数の和で 18を表す方法は

42 + 12 + 12; 32 + 32 + 02

の 2 通りがあるが，このうち 1»6 の整数の差で表せる
のは a = 1; b = 1; c = 4 のように 32 + 32 + 02 = 18
になるときのみである．a; b; c の組合せは f1; 1; 4g，

f1; 4; 4g，f2; 2; 5g，f2; 5; 5g，f3; 3; 6g，f3; 6; 6gの 6
通りあり，いずれも平均は整数になる．
例えば，f1; 1; 4gのとき 4の目をどのさいころに振り

分けるかで 3通りあるから，求める確率は 3
216
¢ 6 =

1
12

b ƒ 平均を主役にして次のように解く．
平均をmとすると

m = a+ b+ c
3

(m = 1; 2; 3; 4; 5; 6)

分散は 2乗の平均から平均の 2乗を引いて求められる．

a2 + b2 + c2

3
¡m2 = 2

a2 + b2 + c2 = 6+ 3m2

m = 1のとき．
a = b = c = 1であるから分散は 0となり不適．
m = 2のとき．

a2 + b2 + c2 = 18

条件 a · b · cを付け加えて cが大きい方から順に調べ
ていくと c = 4，b = 1，a = 1が見つかり，c · 3では
見つからない．よって fa; b; cg = f1; 1; 4gである．
以下，同様にして
m = 3のとき．
a2+b2+ c2 = 33 より fa; b; cg = f2; 2; 5g; f1; 4; 4g
m = 4のとき．
a2+b2+ c2 = 54 より fa; b; cg = f3; 3; 6g; f2; 5; 5g
m = 5のとき．
a2 + b2 + c2 = 81 より fa; b; cg = f3; 6; 6g
m = 6のとき．
a = b = c = 6であるから分散が 0となり不適．

求める確率は 3
216
¢ 6 =

1
12
である．

" g【整数問題の雑題】n
a n = 2 ¢ 3 ¢ 5 ¢ 7 ¢ 11であるから，正の約数の
個数は 25 = 32である．
図を見よ．a; bの最小公倍数が n = 2 ¢ 3 ¢ 5 ¢ 7 ¢ 11のと
き，2，3，5，7，11はK，A，L のどこかに入る．どこ
に入るかで 3通りずつあるから組 (a; b)は 35 = 243組
ある．
例えば，2がKに，3がAに，他がLに入れば a = 2¢3，
b = 3 ¢ 5 ¢ 7 ¢ 11と定まる．入るものがないときはそこを
1 にする．例えばすべてが K に入るとき，A と L は 1
にし，a = 2 ¢ 3 ¢ 5 ¢ 7 ¢ 11，b = 1になる．
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D
! k【最大値・最小値】n
c 3次関数の最大値，最小値は定義域

の端点または極値でとる．
a t = 3x とおくと，0 < t · 4

f(x) = 3t3 ¡ 14t2 + 3t

g(t) = 3t3 ¡ 14t2 + 3tとおく．

g0(t) = 9t2 ¡ 28t+ 3 = (9t¡ 1)(t¡ 3)

g(0) = 0; g# 1
9
; = 1

35
¡
14
34
+
1
3
=
40
243

g(3) = 81¡ 14 ¢ 9 + 9 = ¡36

g(4) = 3 ¢ 64¡ 14 ¢ 16 + 12 = ¡20

t = 1
9
，すなわち，x = ¡2のとき最大値 40

243
をとる．

t = 0は g(t)の定義域に含まれないが，g(3) < g(0)
であるから最小値は ¡36である．
図は正確ではない．
" k【対数の計算】n
a log10 2 = 0:3010を用いる．

log2 10
5 =

log10 10
5

log10 2
=

5
0:3010 = 16:6Ý

log2 10
5 の整数部分は 16である．

log2 10
2 =

2
log10 2

=
2

0:3010 = 6:6Ý

log2 10
3 =

3
log10 2

=
3

0:3010 = 9:9Ý

a = 2
log10 2

¡ 6; b = 3
log10 2

¡ 9; c = 5
log10 2

¡ 16

2a+ 7b¡ 5cに代入すると log10 2が消えて

2a+ 7b¡ 5c = ¡12¡ 63 + 80 = 5

b 64 < 102 < 128

6 < log2 10
2 < 7 .......................................1

512 < 103 < 1024

9 < log2 10
3 < 10 .....................................2

1+2より

15 < log2 10
5 < 17

216 = 64 ¢ 1024 = 65536 < 105 であるから

16 < log2 10
5 < 17 ....................................3

log2 10
5 の整数部分は 16である．

x = log2 10とおくと，1より

a = log2 10
2 ¡ 6 = 2x¡ 6

2，3より

b = 3x¡ 9; c = 5x¡ 16

2a+ 7b¡ 5c = 2(2x¡ 6) + 7(3x¡ 9)¡ 5(5x¡ 16)

= ¡12¡ 63 + 80 = 5

E
! k【定積分で表された関数】n
a f(x) = ax2 + bx+ cとおく．

Z 1

0
f(x+ t) dt = � a

3
(x+ t)3 + b

2
(x+ t)2 + ct„1

0

=
a
3
((x+ 1)3 ¡ x3) + b

2
((x+ 1)2 ¡ x2) + c

=
a
3
(3x2 + 3x+ 1) + b

2
(2x+ 1) + c

= ax2 + (a+ b)x+ a
3
+
b
2
+ c ................1

x2 ¡ 2x+ 1
2
f(x)

= # a
2
+ 1;x2 + # b

2
¡ 2;x+ c

2
..............2

1と2で係数比較して

a = a
2
+ 1 Ú a = 2

2 + b = b
2
¡ 2 Ú b = ¡8

2
3
¡ 4 + c = c

2
Ú c = 20

3

f(x) = 2x2 ¡ 8x+ 20
3

" j【2次方程式】n
a 2x2 ¡ 2x¡ 1 = x2 + 2ax¡ a2 ¡ a¡ 3

x2 ¡ 2(a+ 1)x+ a2 + a+ 2 = 0

x = a+ 1§
C

(a+ 1)2 ¡ (a2 + a+ 2)

= a+ 1§
B

a¡ 1

a > 1のとき 2つの放物線は異なる 2点で交わり，Pの
x座標は x = a+ 1¡

B

a¡ 1である．

x = a¡ 1¡
B

a¡ 1 + 2

= #Ba¡ 1¡ 1
2
;2 + 7

4
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Pの x座標の最小値は 7
4
で，そのとき

B

a¡ 1 = 1
2

Ú a =
5
4

d 【aについて解く】
2x2 ¡ 2x¡ 1 = x2 + 2ax¡ a2 ¡ a¡ 3

a2 + (1¡ 2x)a+ x2 ¡ 2x+ 2 = 0

a =
2x¡ 1§

B

4x¡ 7
2

4x¡ 7 ¸ 0であり，xの最小値は 7
4

そのときの a = 2x¡ 1
2

=
5
4

2曲線 x = a+1+
B

a¡ 1（点 (1; 2)以上の部分），
x = a+ 1¡

B

a¡ 1 を描き，それを縦に切って断面
があるのは a ¸ 1の部分，横に切って断面があるのは

x ¸ 7
4
の部分である．ただし，xが 2つ存在するの

は a > 1の部分である．

F
! h【ベクトルと図形 (空間)】n
a � 球の中心 (0; 0; 0) から平

面 x+ 2y+ 2z¡ 9 = 0 までの距離は ¡9
B

1 + 4 + 4
= 3

であるから，Cの半径は
C

52 ¡ 32 = 4である．

P Q

q

H

‚ O から平面に下ろした垂線の足を H とする．
ÇOPH は，3 辺の長さが 3,4,5 の直角三角形であ
り，これが OH を軸として回転する．ÎPOH = µ とす

る．cosµ = 3
5
; sinµ = 4

5
である．

¡!
OP ¢

¡!
OQ =

¡!
OP

¡!
OQ cosÎPOQ = 52 cosÎPOQ

が最小になるのは ÎPOQ が一番大きく開いたときで，
そのとき ÎPOQ = 2µである．

cos 2µ = 2cos2 µ¡ 1 = 2 ¢ 9
25
¡ 1 = ¡

7
25

¡!
OP ¢

¡!
OQ = 25 cosÎPOQの最小値は ¡7である．

b
¡!
PQ

2
=
¡!
OQ¡

¡!
OP

2

=
¡!
OQ

2
+
¡!
OP

2
¡ 2
¡!
OP ¢

¡!
OQ

= 50¡ 2
¡!
OP ¢

¡!
OQ

¡!
OP ¢

¡!
OQ = 25¡

1
2
¡!
PQ

2

PQが最大となるのは点 P，Qが円 Cの直径の両端にな
るときでそのとき PQ = 8である．

¡!
OP ¢

¡!
OQ ¸ 25¡

64
2
= ¡7

よって，¡!OP ¢ ¡!OQの最小値は ¡7である．
" j【平面図形の雑題】n

a � 図を見よ．tanÎPBQ = 4
7
より，

PQ : PB = 4 : 7であるから，ÇBPQに三平方の定理を
用いて

BQ =
C

PQ2 +PB2 = 5
B

16 + 49 = 5
B

65

tanÎQBC =
1
8
より，CQ = x;BC = 8xとおくと

x2 + 64x2 = 25 ¢ 65 Ú x = 5

BC = 40

‚ ÇPABÍÇQDPで相似比は 7 : 4である．
AB = 7a;AP = 7b;DP = 4a;DQ = 4bとおくと

4a+ 7b = 40; 7a¡ 4b = 5

が成り立つ．この連立方程式を解いて a = 3; b = 4

tanÎABP =
b
a =

4
3

ƒ AB = 7a = 21

G
! h【群数列】m
a グループ Gk の最後の項は

1 + 3 +Ý+ (2k¡ 1) = k2

であるから，グループ Gn に含まれる項の和は

((n ¡ 1)2 + 1) + ((n ¡ 1)2 + 2) +Ý+ n2

=
(n ¡ 1)2 + 1+ n2

2
¢ (2n ¡ 1)

= (n2 ¡ n + 1)(2n ¡ 1)

= 2n3 ¡ 3n2 + 3n ¡ 1

a = 2; b = ¡3; c = 3

" g【確率の雑題】m
a 赤玉の個数を xとする．2個とも同じ色で

ある確率が 1
2
であるとき

xC2 + 25¡xC2
25C2

=
1
2
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x(x¡ 1) + (25¡ x)(24¡ x)
25 ¢ 24

=
1
2

2x2 ¡ 50x+ 25 ¢ 24 = 25 ¢ 12

x2 ¡ 25x+ 150 = 0

(x¡ 10)(x¡ 15) = 0 Ú x = 10; 15

H
! k【解と係数の関係】n
a 2 つの整数解を ®;¯ (® > ¯) と

すると，解と係数の関係より

®+ ¯ = ¡m; ®¯ = m
2
¡ 4

mを消去して

2®¯+ ®+ ¯ = ¡8

4®¯+ 2®+ 2¯ = ¡16

(2®+ 1)(2¯+ 1) = ¡15

(2®+ 1; 2¯+ 1) = (1;¡15); (3;¡5);

(5;¡3); (15;¡1)

(®;¯) = (0;¡8); (1;¡3); (2;¡2); (7;¡1)

m = 8; 2; 0;¡6

方程式が異なる 2つの整数解をもつ mは 4個あり，そ
のうち最大は 8で最小は ¡6である．

b x2 +mx+ m
2
¡ 4 = 0

x =
¡m§

C

m2 ¡ 2m+ 16
2

=
¡m§

C

(m¡ 1)2 + 15
2

これが整数になるとき，
C

(m¡ 1)2 + 15 = N とおく
と，Nは 0以上の整数で

N2 ¡ m¡ 1 2 = 15

(N+ m¡ 1 )(N¡ m¡ 1 ) = 15

N+ m¡ 1 ¸N¡ m¡ 1 ¸ 1であるから%N+ m¡ 1

N¡ m¡ 1
= = $15

1
<;$5
3
<

$ N

m¡ 1
< = $8

7
<;$4
1
<

m¡ 1 = §7;§1 Ú m = 8;¡6; 2; 0

x = m§N
2

=
m
2
§
N
2
はいずれも整数となる．m

は 4個あり，最大はm = 8，最小はm = ¡6である．
" k【微分と方程式】n
a 真数条件より x Ø 0; 2，a > ¡1

log4(x¡ 2)
2 + 3 log8 x

2 ¡ log2(a+ 1) = 0

log2 x¡ 2 + 2 log2 x = log2(a+ 1)

log2 x
2 x¡ 2 = log2(a+ 1)

x2 x¡ 2 = a+ 1

f(x) = x2(x¡ 2)とおく．

f(x) = x3 ¡ 2x2

f0(x) = 3x2 ¡ 4x = x(3x¡ 4)

f(0) = 0; f# 4
3
; = ¡ 16

9
¢
2
3
= ¡

32
27

y = x2 x¡ 2 のグラフは y = f(x)のグラフの y · 0
の部分を x軸に関して折り返して得られる．
求める aの値の範囲は

0 < a+ 1 < 32
27

Ú ¡1 < a <
5
27

q 問題数は多いが 1問 1問は軽い．
(茅嶋，遠藤，安田亨)

 

 

 


